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オホバヤナギ種子の生存期j聞に就いて

存率htff佐藤義夫

ON THE VIABILITY OF WILLOW SEEDS 

(Taisv.s UrbaniαnαK.BtURA.) 

By Yoshio SATO， Profeぉior，R仰gαkuhαわ~shi
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緒言

ヤナギ!昔j抑C[-が一般に制めてM命で， 5， 6 I])~ i~拡大 6 週間の生存wmuを有するととは

WIC1IlJRA(1865)， WINKl.FR(1877)， S(;]-{R(il郎氏(1886)，Pi¥X(1889)， DMvlMFR(1897)，野原(1川:;)，

KINZE¥. (1915)， ]:\~ISEVSKlI 及び PFRVUllINA(1941)の認むる応であるが W，υI.川町χ1¥K

(1納!l)1主SalixtCfltandraの附 [-ILJ宇U'いて式料不足のため長J91，試験をなし作なかったが，犬でも

4811後も向護牙}Jをイjせることを淑ヒて肘り， 父 WIF州 ER(1柿fl) もぬli~' 抑rþ"rea の手'F [-IL 

就いて桁 11J:Hの接持:JJあるを叙ヒ， 同j も此ω)tlIll H はヤナギ柿[-のんt長生イ{ltllJ:lJとも思えぬ I~:J 

山地，市ヤナギ抑f'lj:Vいt;:")f~，定1-" 1乙 jj'.'!'}i以下の低温に i耐えて投刃三したととによりても之を JJ! 5:n

しねると附"，0/て肘るのが砂[くkい式;である.

ヤナギhï，:.柿[-の ~I=. 命保全iζ闘しでは SCImii¥)ER (1州 6)， 野JJ~( (1川:1)， KINχFI. (19]5)サーの

研究あるもイI'J~L もんなる妙~*をあげて}，I:" t.> ぬ.}い 11):，~IJ!f": (1H21)はヲノヘヤナギ， ミヤマヤナ

ギ?に枕き低地 ;:1こJt;'え 17011絞過後ω96，32011経過後1.'，J幾分の完全霊月ミネを示すのも認め

;何l常長期の護Jf力保~をたし作た. 叉 ]ANlSFVSK.lI及び、 PERVLJllII":¥(1941)は世田泊 30-4011



(256) 

1mの生前力を右する Salixωprea積子を 220Cにて 24時1m乾燥してパラフインを硬化する程度

に被覆し6-9
0

Cの温度下に保存するとき 200日以上生イ長期間の延長を計り得たと報ヒて居る.

ヤナギ届種子はf手樹より落下後智通 12-24時間内に漁潤砂土上で、護芽するもので，何れの

積でも休日民性を有しないのが特徴である.

著者は義:にヤマナラシ属種子の生命保杢l乞就いて攻究し，熱力乾燥叉は薬剤添加により硝

子瓶叉は陣内に特封。oc.tJ，-下の低温下に貯賦し種子のiE常及び無気呼吸を制限せしむるととが

最良の方法たるの結果を得，又乾燥用薬剤としては種子重量と等量又は柏多量ゑるアドソ戸Jレ

を用うるの効果大なるを『絞め得た.ヤマナラシと共にヤナギ科に属するヤナギ属種子も亦ヤマ

ナラシ同様短命であり類似する底多く， f"J貯滅法がit盛岡し符べきものであろうと思惟して賓験

着手に至ったのであるが，本賓験に於てはアドソ -Jv量による貯戴効果，アドソ -Jv各異量に

K2S を一定量添加して K~s の貯蹴上に於ける一般的効果を耐忍せんとした.向経済的貯蹴誌考

慮の下に員室貯械による効果をも確認せんとして寅験を進めたものである.

本研究の一部は文部省科割引:究費によって行われたことを附記する.

賓験方法及び成績

貫験材料はオホパヤナギで、札幌近郊藻岩山麓庄和子をfljいた. 時樹は胸詰'ji!I経 33cm，樹

高 21m，推定年齢80年である. 1950年7月1日探検せるもので種子の概要弐の通りである.

1Lの東軍t(g) 1 kgの粒童文 千粒重(g) 採種世時の護芽率(%)

4fi8 2，908，000 0.33i1 89.0 

以上の精子を普通宝(_50_ + 25GC)，本事長製部果賓貯械室(+20_+6GC)及び本早低温研

究所常時低i盟主主(一-80C)の 3筒所にめと轍筒所を分ち何れも新制;郁子を内容120ccの蹟口硝子瓶

内に 19gづ、つ納めて密封及び長室貯離の 2通りとし貯賦を試み雨貯滅法の効果， 温度の影響

を検するとととした.

三たにアドソール各異量及び K2Sの貯離f二iζ及ぼす影響確認には常時低温室を利用し， -::;欠。

如き貯離法を新鮮穂子に試みた.印ち種子重量にま:tL

1. アドソール僻量，等景， 1/2， lf.h 1/8号:添加

2.."  " " " "に夫々 K2S一定量(積子重量の 10%)添加.

種子-存器の容量:形J伏及び貯離種子量;前に同じ.

而して上記貯離種子・~略 RO 日の間隔を以て定期的に護芽力を検した.

議芽試験は恒温器を用ひ，護芽戸晩、容器には殻芽用硬質シャーレを使用，内部に東洋描紙
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No.1を敷き蒸留水にて討議潤友らしめ 100粒宛播種せるものを 3組曲ち拘0粒に就き護芽除!係

を検した.護芽E式験の締切は置床後 7日目とし，鼓芳三重容の計算は完全護芽粒童文を封照とじ恒温

器内調度は 200Cたらしめた.

温度の費動闘係及び、tIT1JfiF.!のJ!1轍上に及段、す影響ー及び!f.i閉， 員室雨貯蔵怯の効果は第I表

に示す通りである..1表 各異温度に於ける民空l!'T蘇試験

Table 1. Germination per四 ntof seeds stored in 
vacuated bottles at various temperatur倒

占 霊童芽率(%) Germination per cent 
貯轍日鍛|目庁刑明1一一一一一一一一「一一一一一一一一一一丁一一←

年月I:J I斐通室 (_50_ +油 C)I常民灯榔凱↑泊_+60C) I 常時低温室 (-80C)
I Air temperature room I Fruit storage room I Low temperature r∞m 

sωrage I Date of I ー「 一一一l一一一一一ァ一一一一I-~'. _.....-~ 
p戸er討io吋d Ige併rn凶I
(血拘同) I t航 加n日叩刷 li凶nvacu抗脚息:edI in. se回al紙吋i1 in yac制削e飢叩uat旬edj 泊nse倒lal仙!ed j in yac舵E叩u田:mt飴ed

附 le I 叩 e I bc竺~~叩~Jbottl~J
]7 I 1950. 7. 17 I 68ρ71.3 79.0 76.β71.0 76.0 

45 I 8. 14 I 0 0 55.3 66.3 63.0 66.3 

73 I 9. 11 I 0 0 16.6 54.0 61.3 6J.6 

]0. 17 ! 0 0 0 52.6 71.6 66.0 

11. ]4 ! 0 0 0 40.0 63.3 57.0 
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普通室内視度の費動甚しい場合に於てすら控訴主主断続閉保存及び、民主Jti'戴は何れも採集後

17日日向70%の高い護芽率を示すが， 45日粧過後i伺貯蔵法共に主宰しく護芽皆無と怠った・然

るに之より低温で而も温度の費動甚しからざる果賓貯戴宝に於ては普通宝よりも和々長く生命

を保杢し，硝J子瓶新聞にありでは 73日経過後16.6%の殻芽率を示す. 然るに員室貯戴にるり

ては473日経過後1Aj0.696の護芽率を示し民主貯蔵の格段に良好なるを示す.

更に ooc以下の常時低温室に於ては繁閑，民主主何れも 535日の長期間に豆り護芽力を保持

し00C以下の低温貯蔵の頗る優秀なるを示す.而して硝f瓶内統聞とFa民主貯蔵とを比較すれ

ば前者は貯戴後約 380日迄極めて徐々に殻芽力を減じ後急減して535日目に於て 0.3%の護
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:w-至与を示すに封し後者・員室貯臓にありてはJtj'賦常初より 535日迄徐身に而も均持に護芽力を減

じて 5:::5日日に於て 19.396の鼓芽卒者三示し低温良定Jt;，蹴の極めて優良なるを示している.

ーたにJtJ'誌上故良好なる OOC以下の低温室内に於ける薬剤添加貯賦試験を見るに先歩アドソ

ーJv草月jの成績は第11去に示す通りである.

貯議日殿

Sptoerrai叫.ge 

(days) 

17 

45 

73 

109 

137 

171 

2'.l7 

255 

297 

325 

353 

381 

417 

445 

473 

507 

535 

.n表 Adsol 車用添加低混貯戴(-80C)による穂子の生年闘係
Table 1I. Germination per目的 ofs田 dsstored wi出 adsolin 

low temperature room (-80C). 

霊童年芽月試H験
護芽室経(%) Germination per cent 

Date of 
無慮理 ソール添加 Adsol

germinatioI¥ 
白山l 恥cJI包mFlIr i Ilf test 

1950. 7. 17 71.0 76.3 78.3 77.0 76.3 

8.14 63.0 63.6 67.6 65.3 72.3 

9.11 61.3 70.3 64.6 66.0 66.0 

10. 17 71.6 70.6 70.6 68.6 62.0 

11. 14 63.υ.0 d 71.0 68.3 67.6 63.0 

12. 18 57.6 74.0 71.3 63.0 64.3 

1951. 2. 12 46.0 67.0 71.0 62.3 53.3 

3.12 56.6 73.3 78.3 72.3 60.3 

4.23 43.3 70.6 64.3 62.3 43.3 

5. 21 33.6 71.6 62.3 61.0 39.0 

6. 18 20.0 58.0 51.0 44.6 20.3 

7. 16 10.3 60.3 52.6 36.3 14.3 

8.21 0.3 50.6 32..1 16.0 。
9. 18 1.6 53.6 40.6 20.0 1.3 

10. 16 1.0 52.3 40.3 22.0 3.0 

11. 19 0.3 35.0 17.6 8.0 。
12. 17 0.3 38.3 19.6 11.6 。

I/S絡

80.0 

71.6 

60.6 

69.3 

60.6 

60.3 

60.0 

57.6 

50.3 

35.6 

28.6 

J5.3 

2.0 

3.3 

2.3 。
。

後Twi巴e，equal， 1/2， 1/4 and1/8 sbow tbe amounts of adsol in relation to tbe amoUI¥i匂 of呂田ds.

印ち種子:頃:量の傍量及びせ;量のアドソール添加が著しく桂子の生命保全上に良作用を及t:r

L 535日経過後前者に於て 38.396， 後者に於て 19.6忽の護芽互容を示すに封し 1/~ 量添加が共護

芽率供量添加の場合に比し約 1/3， サ;量添'111の場合に比し約 Iんに減少し 1/4及び 1ん量添加lのも

のは 473日経過後i1Ij者は 3.096，後j汗は 2.3f6の殻芽率を示すに過ぎす".507日日に於て雨者-共に

護芽力を喪失しJ!!~廃刊の場合と殆ど同ーの成果を示す.印ちアドソー JV111月jの場合には種子重

景と少なくともサ;量以上ヰ?に1M-景:の添加をなすべきととを示唆する.向比較/jjに柿了瓶内密閉

貯戴無慮翌IIの成果をも附記した.

号たに硫化加盟 K2Sの貯賦上に於ける効果如何に就ては第III去に示す庭である.



第 III表 Adsol車用， Adsol十 K:S添加低温貯議(-80C)比較試験

Table III. The comparison of germir協.tionper cent betweenぜ児
seeds stored with adsol and the s回 dsstored with adsol 
and &S in low temperature room (-80C). 
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68.6 
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65.6 

71.6 

80.6 

77.6 

80.3 

78.6 

73.3 

73.0 

68.0 

70.3 

71.3 

68.0 

67.0 

6.16 

印ち無庭理の場合と略う'ft;しいアドソ{ル Iん量添加せるものに更に K宮Sを種子草量の 10%

追加せるものはアドソール1/8量単JUの場合に比し格段の優位を示し 535日経過後前者が護芽

君事皆無なるに封し後者は 61.6%の高い護芽王手を示す.1古I護芽力保全上優良なるアドソ ~Jv1吾量

添加の場合に比しでも更に之に K.Sを迫加せるものは設芽jJの保全を向上せしむる事賞は表示

の如く 535日経過後前者が38.3%，後者は 58.6%の護芽王手を示し前記闘係を明確に肯定して居

る.以上の閥係は K2Sのオホパヤナギ種子貯賦k著しく優秀なるを示すものである.

ヨえにア Fソール各異量に K2S一定量を迫:1mせる場合の K2Sの効果を検討するに第IV表の

如く無慮理の場合に比し著しく良好で而も殆んど相等しい護芽力保全閥係を示す.印ち 535日

経過後の一設芽喜子.の故Jj、はアドソールf音量添加の δ8.6%より最大はアドソ{ル 1/2'量添加の 68.6

%でその差は僅に 10%であり，アドソール量の如何に闘せざる傾向を示す.

考察

以上質験結果の大要で、ある. ?i:通室内よりもi昆度の雄、動少なく且つ低温となるに従い設;5f
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第 IV表 Adsol + K:aS添加低温貯綴 (-80C)による種子の生存関係
Table IV. Germination per cent of seeds stored with .adsol and 

K~ヨ in low temperature room (-80C). 

貯蔵日鍛| 護芽試噴
| 年月 H

Sto~gJ I Date of 
period I四 rmination!
ωI~ 凶|

霊童 芽 主幹(~の Germination p世間叫

17 11950.7.17 

45 8.14 

73 9.11 

109 10.17 

137 11.14 

171 12.18 

227 11951.2.12 

255 3. 12 

297 4.23 

325 5.21 

353 6.18 

381 7.16 

417 8.21 

445 9.18 

473 10.16 

507 11.19 

535 12.17 
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Adsol (various amoun匂)and K2S (constant amoun匂:
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養 Twice，equal， 1んん， and 1/8 show the amounts of adsol in relation to the amounts of seeds. 

力の保全良好なるはiE度の鍵動関係の大ならざるととと恒久的低温とが護芽力保全上に作用す

るととを示し恒久的fJfì置の優良なるを示す.更に符封に比し買;~宅貯離の良好なるは呼吸の制限

と乾燥AA態保持とによるものと併せられる.

号たに覧手力保全上最有効なる常時低温室に於ける薬剤添力l出乙戴アドソ{ル単Hjの場合に就

て観察するにアドソーJvは他の乾燥聞に比しその吸漁作m徐々たる錆め，種子含有水分の念蓮
たる低下を避け符られるが故に種子保存上有効なりと認められた. との賓験の結果は著者がヤ

マナラシ種子に就て賓験せる結果と傾向を同じうし，種子草量と等量以上を添加せるものが効

果大なるを示し出量以下量の減歩、るに従い貯戴成績劣り無庭理の成績に近似する. 之は種子

含有水分の如何が貯戴成績の如何に闘係する結果と推察せられ，穂子iji~量と等量以上のアドソ

戸 Jv添加によりfrlrr含有水分が適正に保持せられたものと考えられる.

更に K.S10%の追加が_1-.記アドソーJL..草川の成結よりも--s之と好結果を示すのは K.Sが

潮解性を有し， 硝子瓶内空気中の水分を吸収して種子周囲の闘係掘度をしてアドソ ~Jレ 1ん量
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以下の場合に於ても恰もアドソール等量AA態に近接せしむるによるのと潮解結果として化事反

磨、により硫化水素ガスを護生せしむるとととなり，種子の泊毒殺菌作用を骨み護芽力保全に寄

興するものと考えられる.叉硫化水素の護生による呼吸困難に基づく呼吸の抑制も種子生命の

保全上ー鹿考えられるが，併し乍ら之は低温による呼吸抑制の方が強いから此場合深く問題た

り得ないと忠われる.此等原因究明に就ては更に寅験を新にするま象定である.

摘要

オホパヤナギ種子の生命保全上経済的には OGC以下の低温にてアドソールを種子重量の 1ん

量添加し更に K2Sを種子重量の 10%添加せるものを最可としアドソール車用の場合には種子

重量と少なくとも等量以上特に嬉量を最有効とし簡便貯轍上員室貯轍によるも可なるととを示

す.
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Summary 

The seeds of ToislIs Urballialla KIMURA were used in this study. 

The seeds were collected on J uly 1 st， 1950 and the germination per cent wa! 899弘.

The s白dswere stored in the followillg ways: 

1) in sealed bottles alld in vacuated bottles at various temperatures. 

2) with the various amounts of adsol (a desiccating agent) in low temperature room (-80C). 

3) with various amounts of adsol and constant amounts of K2S in low temperature room 

(-80C). 

The viability of Salix seeds was closely related to the temperature・Aconstant low tempera-

ture (-80C) was found to be the best for prolonging the viability. 

The viability of Salix seeds stored in vacuated bottles at any temperatures exccpt air tempera-

ture was prolonge証andin the case of low temperature storage (-8cCJ its germination per cent 

was 19.3 after 535 days. 

It is necessary to store the seeds with adsol in equal， or greater amount than， the amount 

of seeds for prolonging the viability. The germination per cent of seeds stored with twice 

amount of adsol in relation to the amount of seeds was 38.3 after the storage of 535 days. 

Notwithstanding the amount of adsol， the seeds stored with adsol and K2S showed high 

germination per cent， mo喧tlyabove 60% after the storag巴 of535 days. 


